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－　 －
咼

い
産
婦
と
乳
児
死
亡
率

生
活
習
慣
の
向
上
不
可
欠

７

月
１１
日
、

ジ
ョ
イ

セ
フ
（

家
族

計
画
国
際
協
力

財
団
）

な
ど
３
団

体

の
主
催
で
、

「
世
界
大
ロ

デ
ー
」

シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム
が
開

か
れ
、
「
人
口
・

貧

困
・
平

和
－

ア

フ

ガ
ニ

ス

タ
ン

の
現
場
か
ら
」

を
テ

ー
マ
に

、
３

人

の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
話
し

合
っ
た

。（
東

京
・
日
本

プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
）

ま
ず
、
「
こ

れ
ま
で

ア
フ

ガ
ン

で

何
か

起
き

て

い

た

か
」
、医

療
、
保
健
衛
生
な
ど

の

分
野
の
専
門
家
と
し
て

、

1
9
8
8

年
か
ら
数
度
に
渡

っ
て

現
地
入
り
し

て
い
る

、

喜
多
悦
子
（
日

本
赤
十
字

九

州

国
際
看
護
大
教
授
）
さ
ん

後
発
開
発
途
上
国
人
口

5
0年
後
に
1
8億
人

飢
餓
土

イ
ズ
・
水
不
足

国会で初の審議野 党 ３党 の 共 同 提 案 で

●…参院内閣委員会…●

｢慰安婦｣問題解決の法案

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
の

解
決
を
め

ざ
す
「
戦
時
性
的

強
制
被
害
者
問
題
解
決
促
進

法

案
」（
民

主
、
共
産
、
社
民

３

党
共
同

提
出
）
の
審
議

が

2
3日

、
参
院
内
閣
委
員
会
で

行

わ
れ
た

。
「
慰
安
婦
」
問

題
の

解
決
法
案
が
国
会
で

審

議
さ
れ

る
の

は
初
め
て

の
こ

と

だ
。
傍
聴

席
は
立
ち
見
が
出
る

超
満
員

。
在
日

唯
一
の
慰
安

婦
原

告
の

宋
神
道
さ
ん
や
韓

国

・
挺
身
隊
問
題
対
策
協
議

会
金
允
玉

代
表
の

姿
も
見
え

た

。あ
つ
い

思
い
の

見
守
る
な

か

、
午
前
1
0時
、
審
議
が
始

ま

っ
た

。
与
党
の

質
問
も

、

法

案
へ
の

否
定
的
な
も
の
は

な

く
、
質

疑
の

な
か
で

、
政た ち が 頑 張 っ て く れ た と 宋 神 道 さ ん も 拍 手 ！女 性 議 員報 告 集 会 で 、

が
報
告
し

た
。

ア
フ

ガ
ン

は
、
長
く
続
い

た

紛
争
や

、
千
ば
つ

、
地
震

な

ど
の

災
害
で

、
世
界
で

最

も

貧
し
い

国
の

一
つ
に

。
妊

産
婦
死

亡
率
は
1
0万
人
に
対

し
て
1
7
0
0

人
（
日

本
は

６
人

・
9
7年
ユ

ニ
セ
フ

）
。
乳

児
死
亡

率
は
1
0
0
0

の
出

生
児
に
対
し
て
１
６
５

（
0
1

年
・
世

界
子

供
白
書
）
。
子
ど

も
の
２
人
に
Ｉ

人
は

栄
養
障

７
月
1
6日
神
楽
坂
・
音
楽
の
友
ホ
ー
ル
で

府

が
推

進
し
て

き
た
民
間
の

募
金
に
よ
る
「
ア

ジ
ア

女
性

基
金
」

が
、
被

害
者
た

ち
の

多
く

が
受
け
取
り

を
拒
否
、

現
実
問
題
と
し
て

破
綻
し
て

い

る

こ

と

が

は

っ

き

り

と

し

、
提
案

者
（
女

性
議
員
７

人
）
た
ち
は

、
「

立
法

に
よ

り

、
日
本

政
府
の

責
任
の
も

と
に
謝
罪
と
補

償
を
行

う
こ

と
」
の
必
要

を
強
調
し

た
。

岡
崎
ト
ミ
子

議
員
が
、
1
6

歳
で

む
り
や
り
「

慰
安
婦
」

に
さ
れ
て

し
ま

っ
た
宋
神
道

さ
ん
の
証
言
を

読
み
上

げ
る

と

、
男
性

議
員
も
（

ン

カ
チ

で

涙

を

拭

う

姿

も

見

ら

れ

た

。し
か
し

、
与

党
の

委
員
席

は
空
席

が
目
立
ち

、
福
田
官

房
長
官
は

姿
を
見
せ

ず
。
野

党
委
員
か
ら
「
こ
の

問
題
は

男
女
共
同

参
画
の

問
題
に

も

な
る

。
担
当
大
臣
で

も
あ
る

官
房
長
官
の
出

席
の

な
い

の

は
お
か
し
い
」
と

指
摘
す
る

声
も
。

政
府
の
態
度

を
質

問
さ
れ

た
、
杉
浦
外

務
副
大

臣
は
「
ひ

と
り
の
人
間
と
し
て

胸
が
痛

む
が

、
国
と
し
て
は
サ
ン
フ

ラ

ン
シ
ス
コ
条

約
、
２

国
間

条
約
で

解
決
済
み
」
と

従
来

通
り
の
弁
明

。
「
人

間
と
し

世界人ロデー

害
に
陥

っ
て

い

る
。

喜
多

さ
ん
は

様
々

な
資
料

を
映
像
で
写
し

、
「
9
4年
ま

で

の
戦
国
時
代

を
と

り
あ
え

ず
収
め
た
の

が
タ
リ

バ
ン

た

っ
た

。
紛
争
は

、
武
器
の
蔓

延
を
も
た
ら
し

、

孚

ど
も

兵
十
之

の

問
題

が
世

界
で
で

て
い
る
」
と

、
パ
キ
ス

タ
ン

と

の

国

境

の

カ

イ

バ
ル

峠

で

、
実
弾
入
り
の
カ
ラ
シ

ニ

コ
フ
（
旧
ソ

連
製
の

銃
）

を

構
え
る
少
年
兵
士
の

姿
を
写

し
た

。

紛
争
と

、
そ
の
後
の
米

軍

空
爆
な
ど

、
映
像
で

見
る
ア

フ

ガ
ン
国
土
の
荒
廃
は

す
さ

ま
じ
い

。

高
橋
秀
行
（
ジ
ョ
イ
セ
フ

国
内
事
業
部
長
）
さ
ん
は

、

Ｎ
Ｇ

Ｏ
活
動
の
実
践
か
ら

。

「
妊
産
婦
死
亡
率

、
乳
児
死

亡
率

が
非
常
に
高
い
要
因
の

一
つ
は

、
前
政
権
に
よ
る

家

族
計
画
禁
止
だ
」
と

話
す

。

「
家
族
計
画
は
避

妊
だ
け
で

な
く

、
生
活

習
慣
の

向
上
が

不
可
欠
で

あ
り

、
そ

の
切
り

口
と
な
る
の

が
、
リ

プ
ロ
ダ

ク
テ

ィ

ブ
ヘ
ル
ス

ー
ラ

イ
ツ

（

女
性
の
性
と
生

殖
に
関
す

る

健

康

と

権

利
）
の

視

点

だ
」
と
。

ま
た

、
「
国
際

援
助
の

多

く
は

、
暫
定
的
な

も
の

。
し

か
し

、
地
域

社
会
に

密
着
し

た

生

活

習

慣

を

変

え

る

に

は
、
長
く
地

道
な
活

動
を
や

っ
て

行
く
必
要

が
あ
る
。
そ

う
し

た
力
に
な
る
の

が

瘧

の

根
５
で

あ
る
」
と

、
草
の

根
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割

を
強
調

し

た

。

山
内
昌
之
（
東
大

教
授
）

か ら合 唱の魅 力を 聞か され た小 林さ ん

は､ 突然｢ 私 も｣ と思 いつ き、友 大 たちを

誘 った ら､ 参 加し たい大ば かり 。あ っ と

い う間 に65 人 の大 合唱団 に。｢有 名人を

集 め た の でな く、私 の友 人 に た ま た ま

有 名人が 多 かっ ただけ｣ 。こ の忙 しいメ

ン バ ーが 時 間をつ くり 一所懸 命、練習 。

デ ィナ ーシ ョ ーに出 る こ と も 何 度か 。

そのと き昨年 ９月11 日 の事件 が 起こ っ

た。報復 で戦 果は広 がるば かり 。追 い立

て られる よ うに／｣ヽヽ林さ んは、 平 和へ の

願 いをこ め詞 を書 いた 。

｢い 圭合 唱 団 と し て出 来 るこ とは 何

か。皆が 心をあ わせ て歌 い ました｣ 。

ＣＤ の純 益 は、アフ ガ ン の女 性 の自

立援 助 のため に使 われ る。

ＣＤは 全 国 ＣＤ シ ョ ップ で 発 売。問

い 合 わ せ７？03･5413･8905 プ ラ イ ム･ デ

ィレク ション 。

料理研究家の小林カツ代さんを団長

とする｢神楽坂女声合唱団｣が、平 和を

願い歌った｢緑の星に｣｢ノ」林カツ代作

詞、吉岡しげ美作曲)がＣＤになり発売

された(1000 円) 。

『･‥この美しい緑の星と/与えられた

生命のために/戦さをやめて歌っ てお

くれ/…　　　　　　｀
/戦さをやめて愛しておくれ』

何やら､見たような顔が多い この合

唱 団。俳優､政 治家、弁 護士､デ ザ イナ

ー、なんとも豪華なメンバー。ＣＤには

ソロ、朗読も入っているが､ソロで歌っ

ているのは新谷のり子、倍賞千恵子、山

田邦子､土井たか子さん。団にいる ４力

国の人が母国語で行う朗読の日本語は

竹下景子さんだ。

こ の合唱団が できたのは 一昨 年５

月。六本木男声合唱団の奥田 瑛二さ ん
･ 皿 ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜

■ ㎜ ■ - ･ - ■ ㎜

■ ㎜ ■ 皿 ■ ㎜ ■ 皿

さ
ん
は

、
「
ま

ず
男
性
が
銃

を

捨

て

、
コ

上

フ
ン

を

置

き

、
勤

労
と
い

う
観
念
を
持

ち

、
大
黒

柱
と

な
っ
て

家
族

を
支
え
る

べ
き

」
と
い
い

。

「
敗
戦
後
の
日

本
を
復
興
さ

せ
た

プ
ロ
セ
ス
と

知
恵
が
、

ア
フ

ガ
ン

復
興
の
モ

デ
ル

と

な
ろ
う
」
と

提
起
。

こ
の
意

見
に

、
「
ど
ち

ら

が
収
入

を
得
る
か

、
あ
る

時

期

は

男

性

が

支

え

る
こ

と

は

、
現
実
的
方
法
で
は

あ
る

は
昨
春
の
国
会
で

審
議

さ
れ

ぬ
ま
ま
廃
案

。
秋
の
臨

時
国

会
で

よ
う
や
く
継

続
審
議
に

し

た
。

今
国
会
は

、
重
要
法

案
が

衆
院
を
通
ら

ず
、
参
院
内
閣

委
員
会
は
何
も
審

議
す
る
法

案
が
な
い
の
に

、
与

党
の

本

音
は
こ
の
法
案

を
審
議
し
た

く
な
い

。
理
事
会
も
開
か

ず

逃
げ
つ
づ
け
た
と
い
う

。
采

面
下

の
努
力

”
で

よ
う
や
く

2
3日

の
審
議
が
行
わ
れ
た

。

し

か
し

、
１
日
で

は
決

議

は
無
理
だ

。
月
末
で

国
会
は

終
わ
る
。
法
案
を
廃
案
に
せ

ず
、
次
期
国
会
に
継
続

審
議

に

持
ち
込
む
よ
う

莇

い
ン

が
つ

づ
け
ら
れ
て

い
る

。

が
・：
」
と

、
喜

多
さ
ん

。

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の

北

村
節
子
（

読
売

新
聞
社

主
任

研
究
員
）
さ
ん
は

、
「
イ
ス

ラ

ム
と
い
う
独
自
の
文
化
の

中
で

、
特
に
女
性
に
と

っ
て

は

、
大
変
厳
し
い

状
況

が
続

い
て

い
る

。
そ
ん

な
ア
フ

ガ

ン

の
状
況
に

、
私
た
ち
は

何

か
で

き
る
か

、
先

進
国
の

社

会
的
責
任
で

あ
る
と
思

う
」

と
話
し
て

い
た

。

ぐ っ て 言寸曹侖力ヾ つ づ ＜`を め日 本 の 役 割

女
性
有
志
の
質
問
に

石

原

都

知

事

回

答

意

思

な

し

衷

京
都
の
女
性
有
志

が
６

月
2
5囗

、
石
原
慎
太
郎
東
京

都
知
事
に
「
女
性

べ
っ
し
発

言
（
文
明
が
も
た
ら
し
た
最

も
悪
し

き
有
害
な
も
の
は

バ

バ
ア

）
に
つ
い
て

の
公

開
質

問
状
に

、
都
知
事
秘
書
は
「
一

応
伝
え
た
が
、
知
事
は
1
2月

都
議
会
で

言
っ
た
通
り
で

、

答
え
る
こ

と
は
な
い
と
言

っ

て
い
た

」
と
都
知
事
が
回

答

を
出
す
意
思
も
な
い
こ
と

を

明
ら
か
に
し
た

。
女
性
有

志

た

ち
は
抗
議
の
集
会
を
は
じ

め

、
今
後
の
効
果
的
な
方
針

を
検
討

中
。

参
議
院
内
閣
委

員
会
の
「
戦
時

性
的
強
制
被
害

者
問
題
解
決
促

進
法
案
」
の
審

議
の
傍
聴
に
国

会
に
行
っ
た
。

傍
聴
は
久
し
ぶ

り

だ
が
、
何
と
も
非
能
率
な

の
に

あ
き
れ
て

し
ま
っ
た
▼

財
布
、
眼
鏡
、
筆
記
用
具
以

外

は
持
ち
込
み

禁
止
、
あ
と

は

口

″
カ
ー
に

、
と
言
う
。

財
布
や

眼
鏡
を
小
さ
な
袋
に

入

れ
袋
は
ダ
メ

ー
と
い

わ
れ

あ
わ
て
て

い
る
人
も
い

る
。

戦
時
育
ち
の
つ

ま
し

さ
で
？

裏
紙
を
メ
モ
に

使
っ
て

い
る

私

は
、
印
刷
物
は
い
け
な
い

と

言

わ

れ

た
。
仕

方

が

な

い

、

節

刷
物

”
の
裏
紙
メ

モ
用

紙
を
財
布
に
ね
じ
い
れ

パ
ス

。
で

も
な
ぜ
印
刷
物
が

い

け
な
い

の
？

法
廷
の
傍
聴

で

も
荷
物
を
持
っ
て

入
れ
る

の
に

’・
▼

厳
重
な
チ

エ
″
ク

を
す
ま
せ

部
屋
に

入
る
と
、

大

勢

の

傍

聴

者

で

席

が

な

い

。
見
る
と
、
前
の
Ｉ

列
が

全
部
空
い
て
い

る
。
記
者
席

と
い

う
。
傍
聴
者
の
多
さ
と

記

者
の

無
視
の

落
差
。
空
い

て
い
る

な
ら
座
ら
せ
て

の
声

が
か
か

る
が
、
な
か
な
か
Ｏ

Ｋ

が
出

な
い
▼

昼
食
休
憩
後

が
ま
た
ひ

ど
か
っ
た
。
再
開

時
間
の
1
0
分
前
ま
で

は
入
れ

な
い
と
門
の
と
こ

ろ
で
ス
ト

ッ

プ
。
や

っ

と

中

に

入

る

と

、
今

度
は
傍
聴
手
続
き
が

朝
よ
り
ま

だ
面

倒
。
午
前
の

書
類
と

照
合
し
て

何
や
ら
や

っ
て
い

る
の

だ
が
、
時
間
の

か
か
る
こ

と
。
延
々
と
傍
聴

者
た
ち
の

列
が
つ

づ
く
。「
民

間

会

社

だ

っ

た

ら

ク

ビ

だ

よ

」
と

怨
嗟
の

声
。
「
民
で

や

れ
る
こ
と
は
民
で

や
れ
」

と
い

う
小

泉
首
相
に

納
得
し

そ

う
？
▼
大

勢
の

人
が
開
会

に

間
に

合
わ
な
か
っ
た
。
こ

れ
で
は
民

衆
が
政
治
か

ら
足

が
遠
の
く
は

ず
だ
。

ニ
ュ
ー
ス

／
｀
り
つ
ぷ

・

田
中
前
外
相
秘
書
給
与
問

題
公
開
質
疑

衆
院
政
治
倫
理
審
査
会
は
、

2
4日

、
田
中
真
紀
子
衆
議
の
秘

書
給
与
流
用
疑
惑
を
め
ぐ
り
公

開
質
疑
。
田
中
衆
議
は
全
面
否

定
し
た
が
不
透
明
感
は
残
る
。

・

自
殺
者
３
万
人
経
済
苦
自

殺
最
多
警
察
庁
統
計
（
2
4日
）
で

、

昨
年
の
自
殺
者
３
万
1
0
4
2

人
、
３
年
連
続
３
万
人
突
破
。

経
済
・
生
活
苦
は
6
8
4
5

人

で
7
8年
以
降
最
多
。

・

住
基
ネ

。
卜
離
脱
の
動
き

統
々８
月
５
日
稼
働
予
定
の
住
民

基
本
台
帳
ネ

″
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
離
脱
声
明
。
ほ
か
に
離

脱

の
可

能
性
の

自
治

体
続

々

。

・

改
正
健

保
法

、
成

立

医
療

制
度

改
革
関

連
法

案
は

2
6日
の

参
院

本
会
議
で

与

党
３

党

の

賛

成

多

数

で

可

決

、
成

立

。
勤

労
者
の

医
療

費
自

己
負

担

率
が
３

割
に

（
現

行
２

割
）
。

国

民
負

担
は

総
額
で
１

兆
5
1

0
0

億
円

増

。

・

ま

だ
日

本
の
女

性
の

力
は

弱

い
！

国

連

開

発

計

画

今

年

度

の

「
人

間

開
発
計

画
」
に

よ

る
と

「
人

間

開
発
指

数
」（

寿
命

、
教

育

、
所
得

等
）
で

日

本
は
９

位

（
Ｉ

位
は

ノ
ル

ウ

エ
古

、
「
女

性

の
力

獲
得
度

」
は
6
6
力

国
3
2

位

。
先

進
国
中

突
出
し

て

低
か

っ
た
。

あすなろ書房
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つ
く
っ
て
、
食
べ
て
、
調
べ
よ
う

自
然
と
文
化
の
総
合
学
習
の
絵
本

目

―

目

Ｍ

Ｉ

凾

囑

嫐

土
の
絵
本
○
土
と
あ
そ
ぼ
う

萼

土
の
絵
本
・

恚
浮
霍
雹
。
包

等

土
の
絵
本
・

作
物
を
そ
弓

至

酋
土
の
絵
本
一

土
が
つ
く
る
風
景

酋
土
の
絵
本
・

環
境
を
ま
も
る
土

（
鬻
濔
稟
ｙ

衫

ニ
ン
ジ

ン
の

絵

本

衫

ミ

ツ

バ
チ
の

絵

本

鮮

ベ
ニ

バ
ナ

の

絵

本

嶇

チ

ヤ
の

絵

本

衫

ブ
ド

ウ
の

絵
本

す

ス

⑤

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ

⑥

イ

ネ

ー

ム

ギ

⑧

ソ

バ

⑨

ダ

イ

ス

⑩

ワ

タ

介
）
キ
ュ

ウ

リ

擘

カ

ボ

チ

ャ

⑩

メ

囗
ン

ー劔

イ

チ

ゴ

首

フ
ッ
カ

セ

イ

雙

ケ

ナ

フ

⑩

ア

イ

⑩

カ

イ

コ

⑩

ニ

ワ

ト

リ

妙

ダ

イ

コ

ン

訟

ヘ

チ

マ

芻

コ

ン

ニ
ャ

ク

８

サ
ト

ウ

キ

ビ

邨

ヤ

ギ

參

キ

ク

餝

ス

ィ

カ

諦

ヒ

ツ

ジ

酋

ヒ
ョ

ウ

タ
ン

⑩

カ

キ

Ｘ

ツ

；
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て

の
思
い
と
国
の
立
場

が
食

い
違
っ
て

い
る
の
は

ど
ち
ら

か
が
間
違
っ
て

い
る
と
い

う

こ

と
だ
」
と
野

党
議

員
か
ら

き
つ

い
指
摘
も
あ

っ
た

。
２

時
半
ま
で

長
時

間
の

審
議
だ

つ
た

。

審
議
で

の

、
提
案
女
性
議

員
た
ち
の
堂
々
と
し
た
答
弁

に
、
金
允
玉
・
韓
国
挺
対
協

代
表
も
「
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
ほ
ど
感

動

的
だ
っ
た

。
し
か
し

、
こ

の

あ
と
、
ま
た
大
き
な
壁

が

待
っ
て
い

る

。

慰

安
婦
問
題
が
国

会
で
と

り

あ
げ
ら
れ
て

か
ら
1
2
年
。

よ

う
や
く
出
た
野
党
の
法

案

バーバラ・リー气来日

鬚報復戦争にただ１人反対

バ
ー
バ
ラ

ー
リ
ー
米

国
連
　

に
軍
事
力
を
行
使
す
る
権
限

邦
下

院
議
員
（

カ
リ
フ

ォ
ル
　

を
全
面
的
に
与
え
る
決
議
を

ニ
ア

州
選
出
）

が
来
日
し

、
　
可

決
し

た
が

、
リ
ー
議
員
は

講
演
す
る
！
　
　
　
　
　
　
　
　

「
非
愛
国
的
」
と
い

う
非
難

９

月
Ｈ

日

（
2
0
0
1
　

を
あ
び
な
が
ら
、
（

武
力
は

年
）
の

、
同
時
多
発
テ

ロ
の
　

新
た

な
暴
力
を
呼
び

、
罪
な

犯
人
に

対
し

、
米
国
連

邦
議
　

き
人

々

を

犠

牲

に

す

る
」

会
は
1
4日
（

同
月
）
、大

統
領
　

と
、
上
・
下

院
を
通
じ
て

た

だ
Ｉ

人
反

対
票
を
投
じ
た

。

リ

ー
議
員
が
軍
事
力
に
よ
る

解

決
に
反

対
し
た
の
は

、
今

回

が
初
め
て
で

は
な
く

、
ク

リ
ン
ト
ン

政
権
時
の
セ
ル

ビ

こ

う
し

た
り
Ｉ

議
員
の

勇

気
あ
る
行
動
に

、
日
本
で

共

感

と

感

動

が

広

が

り

、
２

月
、
超
党
派
の
国
会
議
員

、

Ｎ
Ｇ
Ｏ

、
市
民
ク
ル

ー
プ
が

「
バ
ー
バ
ラ

ー
リ

ー
さ
ん

を

呼

ぶ
会
」
を
結
成

。
８
月
に

来
日

が
決
ま
っ
た

。

バ
ー

バ
ラ

ー
リ

ー
さ

ん
講

演
会
　
８

月
２
日
濔
　

赤

坂

プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル

ク
リ
ス

タ

ル

パ
レ
ス

（
｛
。
0
3・
３
２

３

４

・
1
1
1
1

｝
　
　エ
リ
ア

指
定
席
2
5
0
0

円

、
自

由

席
2
0
0
0

円
（
当
日
2
5

0
0

円
）
　

希
望
者
は

「
バ

ー
バ
ラ

ー
リ
ー
さ
ん
を
日

本

ア

爆
撃
に

も
た
だ
Ｉ

人
で

、
　
に

呼
ぶ
会
」
｛
。
0
3・
３
４
０

そ

し

て

イ

ラ

ク

爆

撃

に

も
　

９

・
5
5
5
5

／

隔
0
3・
５

（
５

人
反

対
）
反
対
し
た

。
　
７
７
４

・
7
1
5
8

ま
で

。

好評シリーズ

二人t,1･生き?i が1↑こ･I

習
莞

に
小

林

照

子

西
妙子
著

高
校
時
代
の
演
劇
活
動
で
メ
イ
ク
に
口

ざ
め
、
以
後
ひ
と
筋
に
こ
の
道
を
追
求

し
拡
げ
深
め
て
き
た
美
容
界
の
第

。
人

者
小
林
照
ｆ
。
そ
の
半
生
を
た
ど
る
生

き
方
＝
仕
事
選
択
の
伝
記
で
す
。

⑨
シ
ェ
フ

長
尾
和

子

名

取
二

三
江

著

⑩

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

イ

ル

カ

ー

加
藤
千
代
著

⑥

一
ユ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

田

丸

美

寿

々
－

板
倉
久
子
著

⑩
建
築
家
長
谷
川
逸
子

実
川
元
子
著

⑩

女

優

オ

ー

ド
リ

ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

ー
古
屋
美
登
里
著

各本体1500 円 十税
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報
告
す
る
伊
知
地
亮
さ
ん
洫
と
、
共
同
代
表
の
吉
岡
達
也
さ
ん
㈲

状
況

は
最
悪

の
事
態
に
／・

肘

最
新
映
像
交
え
緊
急
報
告

４

月
１

日
の
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
侵
攻
以
来
、
緊
迫
状
態

が

続
く
パ
レ

ス
チ
ナ

。
７
月

初

め
か
ら
現
地
を
訪
れ
て
い
た

「
ヒ

ー
ス

ボ
ー
ト
」
ス
タ

ッ

フ

の
伊
知
地
亮
さ
ん
が
帰
国

し

、
1
8囗

、
同
事
務
所
で
緊

急
報
告
会
を
行

っ
た

。

「
ヒ

ー
ス
ボ
ー
ト
」
は

、

軍
事
侵
攻
に
よ
る
人
権
侵
害

の

様
子
を

、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
立
場

か
ら
調
査
し
よ
う
と

、
侵

攻

時
に
虐
殺
が
あ

っ
た
と
言
わ

れ

る

ジ

ェ

ニ
ン

市

内

に
７

月
、
「
ジ

ェ
ニ
ン
被
害
者
調

査

セ

ン

タ
ユ

を

開

設

し

た
。伊

知
地
さ
ん
は
そ
の
準

備

な
ど
で

、
１

日
か
ら
1
5日
ま

で

、
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
の

ガ
ザ
地
区

、
西
岸
地
区
の
ラ

マ
ラ
や

ベ
ツ
レ

ヘ
ム

、
ジ

ェ

ニ
ン

な
ど
を
訪
れ
た
。

最
新
映
像
を
交
え
て

報
告

外
出

禁
止
令
が
出
さ
れ
た

ガ
ザ
地
区

。
イ
ス
ラ
エ
ル

軍

の

戦
車
が
銃
を
水
平
に
向
け

街

を

走

行

す

る

。
そ

の

中

で

、
子

ど
も
た
ち
が

、
石
を

手
に

抵
抗
し
て

い
た
。
道
に

さ
さ
や
か

な
バ
リ
ケ
ー
ド

を

築
い
て

、
戦
車
を
防
こ

う
と

し
て
い

る
。
パ
ン

パ
ン

パ
ン

と

威

嚇

射

撃

が
繰

り

返

さ

れ

、
子

ど
も
た

ち
が
逃
げ
回

る

。
伊

知
地
さ
ん
も
、
こ
こ

で

狙
撃
さ
れ
か
け
た
。
「

ガ

ザ
地
区
へ

入
る
検
問
は
以
前

よ
り

厳
し

く
、
外
国
人
で

も

撃
っ
て

く
る
危
険
な
状
態
に

あ
る
」

と
言
う
。

ガ
ザ
地
区

、
エ

ジ
プ
ト

と

の
国
境
に

あ
る
ラ
フ

ア
の
街

で
は

、
難
民
テ
ン
ト

が
あ
ふ

れ

て

い

た

。
男

性

の
Ｉ

人

は

、
「

深
夜
に

突
然
、
イ
ス

ラ
エ
ル

軍
が
や

っ
て

来
て

、

立
ち

去
れ
と

命
令
さ
れ
た
」

と

話
し
て
い
た

。
「
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
は

、
作
戦
を
や
り
や

す
く
す
る
た

め
に

、
国
境
沿

い
に
あ
る

家
を
片
っ
端
か
ら

破

壊
し
て
い
る

」

エ
ル
サ
レ
ム

か
ら
ラ

マ
ラ

ま
で
は

、
車
で
3
0
分
の

道
の

り

を
、
４

、
５

時
間
か
け
て

行

っ
た

。
主

要

幹

線

道

路

が
、
す

べ
て

破
壊
さ
れ
て

い

る

。
「
軍

事
封

鎖
地
域
」
と

指
定
さ

れ
、
物
資
の
出
入
が

で

き
な
い
ラ
マ
ラ
で

は
、
１

ヵ
月
分
の

ゴ
ミ

が
山
積
み

に

さ
れ

、
街
中
に

異
臭
が
漂
っ

て

い

た
。
「
外

出

禁

止

令

は

、
軍
の
気
分
で

不
定
期
に

出
さ
れ

、
学
校
、
そ
の

他
市

民
生
活
へ
の
影

響
は

計
り
知

れ
な
い
」
と
語

る
。

ジ

ェ

ニ

ン

で

は

、
侵

攻

時

、
難
民
キ

ャ
ン

プ
の
Ｉ

区

画
が

、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で

根

こ
そ

ぎ
破
壊

さ
れ
た

。
難
民

キ
ャ
ン

プ
の

難
民
が
二
重
難

民
と
な
り

、
現
在
、
国
連
の

緑
色
の
テ
ン
ト
に

約
２
０
０

人
が
暮
ら
す

。
「
市

街
地
で

は

、
銃

弾
の

跡
の

な
い

ビ
ル

を
探
す
の

が
困

難
な
ほ

ど
」
。

侵
攻
に
よ
る
死

者
は
２
０
０

人
以
上
と
さ
れ

、
イ
ス
ラ

エ

施
設
案
内
シ
リ

ー
ズ
第

３

弾
！

体
育
施
設
（

体
育

館
、
屋
内
プ

ー
ル

、
テ
ニ

ス

コ

ー
ト

、
草

原

運

動

場
）
編
で

す

。

ただいまプール開設中！

運動用具も無料で貸出し

体
育
館
は
、
バ
ス
ケ

″

ト
ー
面

、
バ
レ

ー
２
面

、

バ
ド
ミ
ン

ト
ン

な
ら
３
面

の
コ

ー
ト
が
と
れ
る
広

さ

で

す

。
ピ
ア

ノ

、
マ
イ

ク

広
々
と
し
た
体
育
館

セ
ン

タ

ー
」
は

、
ジ
ェ
ニ
ン

市
内
の
パ
レ

ス
チ
ナ

人
弁
護

士
事
務
所
の
１

室
を
借
り
て

開
設

。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
連
携

ル

軍

が
、
遺
体

を
持
ち
去
っ
　

し

、
調
査
結

果
を
国

際
社
会

だ
と
も

伝
え
ら

れ
る

。
　
　
　

に
報
告
す
る

。
圭
た

、
外
国

「
ジ

ェ
ニ
ン

被
害
者
調
査
　

の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と

話
し

合
い

、
Ｔ

Ｃ
Ｃ

（
国
際
刑
事

裁
判
所

）

に
提
訴
し
よ
う
と
い

う
動

き

も
あ
る

。

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
丸
腰
で

、
現

地
調
査
に
あ
た
れ
る

時
間
は

限
ら
れ
て
い
る
」
と

、
伊

知

地
さ
ん
は
話
し
て
い

る
。

４

４

等
の
音
響
設
備
も
あ
る

本

格
的
な
も
の

。
大
鏡
も

あ

る
の
で

、
ダ
ン
ス
の
レ

ッ

ス
ン

に
も
最
適
で

す
。

屋
内

プ
ー
ル

は

、
６

月

箒上

旬

か

ら

９

月

下

旬

ま
で

オ

ー

プ

ン

。

２５

ｍ
Ｘ

６

コ

ー

ス

、

水

温

（
2
6
～
2
8

℃

）
、
室

温

（
2
8
～
3
0
℃

）
、

採

暖

室

温

（
3
0
～
3
2
℃

）

と

徹

底

し

た

温

度

・

水

質

管

理

。

る
。
有
無
を
言
わ
せ

ず
犯

人

に

さ
れ
、
長
期
勾
留
の

後
、

不
起
訴
、
無
罪

、
裁
判
中

、

有
罪
判
決
や

、
１

年
近
く

服

役
し
て

再
審
準
備
を
し
て
い

る
人
と
さ
ま
ざ
ま

。

共
同
代
表
の
１

人

、
長

崎

満
さ
ん
は

、
「
犯
人
の
手

を

見
て

も
、
捕
ま
え
て

も
い

な

い

、
何
の
物
的
証
拠

が
な

く

て

も
、
被
害
者
と
い

う
女

性

の

証
言
だ
け
で

、
痴

漢
に

間

違
え
ら
れ
た
男
は

、
そ
の

時

点
か
ら
犯
罪
者
扱
い

。
警
官

や
検
察
官
か
ら

、

６

状
し

ろ

り
嘘

を

つ

く

ん

じ

ゃ

な

い

と
威
さ
れ

、

こ
即
漢
を

認
め
た
ら
出
し
て

あ

げ
夕

と

、
嘘
の
自
白
を
迫
る

。
や

っ
て

い
な
い
と
否
認
し
続
け

る

と
、
反

省

の

色

が

な

い

と
、
３

週
間
か
ら
長
い
人

は

３
０
０
日

の
勾
留
の

末
、
ほ

と
ん
ど
が
実
刑
判
決
に

さ
れ

て
し

ま
う
の
で

す
」
。

被
疑
者
に
さ
れ
た
た
め

、

職

場
を
失
っ
た
人

、
家
庭

が

崩
壊
、
裁
判
費
用
を
払

う
た

め
、
経
済
的
に
苦
し
ん
で

い

る
人
も
い

る

。
「
女
性
の
言

う
事
が
物
理
的
不
可

能
だ
と

分
か
っ
て

も

、
有
罪
に
し
て

し

ま
う
警
察

、
検
察

、
裁
判

言

一
ス
コ

ー
ト

は
、
人

工
芝
に

砂
を
ま
い

た
ス

パ

ッ

タ
サ
ン

ド
コ

ー
ト

が
５

面

。
少
々
の
雨

な
ら
気
に

せ

ず
プ
レ

ー
で

き
ま
す
。

草
原
運
動
場
は

、
要
は

ほ

ら

っ
ぱ
入
草

は
刈
っ

て

あ
り
ま
す

）
。子

ど
も
に

コと

か
え

っ
て

、
キ

ャ

。
チ

ボ

ー
ル

や

鬼
ご
っ
こ

な
ど
で

楽
し
ん
で

み
ま
せ

ん
か
？

言

一
ス
コ

ー
ト
と

草
原

運
動
場
の

間
に

あ
る

ク
ラ

ブ
（

ウ
ス
に

は
、
温
水
シ

ャ
ワ

ー
や
ト
イ
レ

も
完
備

し
て
い
ま

す
。
着
替
え
や

休

憩
に

ご
利
用
下

さ
い

。

ま
た

、
無
料
で

貸
し

出

す
運
動
用

具
も
豊
寔
に

そ

ろ

っ
て
い
ま

す
。

研
修
の

合
間
の
レ

ク
リ

于

‐
シ
ョ
ン
や

、
サ

ー
ク

ル

な
ど
で
の

ご
利
用

、
お

待
ち
し
て
い
ま

す

］い
　
　
　
　
　

合

パ
ワ
ー
）

箒

独立 行政 法 人

国立 女 性教育 会 館( ヌ エ ック)

〒355-0292 埼 玉 県 比 企郡

嵐山 町 大字菅 谷728 番 地

７？0493･62･6711C 代)

Ｕ Ｒ Ｌ ｈttｐ  yｗｗｗ.nwec.jp

E-mail webmasterR  nwec.jp

法
の
在
り
方
を
変

え
る
た

め

に
も
が
ん

ば
り
た
い
」
と

言

う
。呼

び
か
け
人
の

秋
山
賢

三

元
裁
判
官
（
痴
漢
え
ん
罪

全

国
合
同
弁
護
士
団
団
長

）
と

荒
木
伸
怡
立
教
大

教
授
は

。

「
や
っ
て
い
な
く
て
も

、
や

っ
た
と
嘘

を
つ
け

ば
早

く
釈

放
さ
れ
る
し

、
示

談
に

す
れ

ば
不
起
訴
も
あ
る
と

、
嘘
を

つ

い
て

得

す

る

市

民

を

育

て

、
真
実
を
い
い

続
け

れ
ば

刑
務
所
に
入
る
社

会
に

な
っ

て

い
る

。
日
本
の

刑
事
裁
判

の
悪
い
面

が
凝
縮

さ
れ
て
い

る
痴
漢
え
ん
罪
裁
判

を
闘

う

こ

と

に

よ

っ

て

、

日

本

の

司

法

を

健

全

な

も

の

に

し

、

健

全

な

社

会

を

取

り

戻

す

楔

（

く

さ

び

）

と

し

た

い

」
。

ま

た

、

長

崎

さ

ん

は

、

本

当

に

痴

漢

に

遭

っ

て

嫌

な

思

い

を

し

て

い

る

女

性

も

い

る

。

男

対

女

で

な

く

、

こ

う

し

た

事

件

が

な

く

な

る

よ

う

に

、

連

帯

し

運

動

を

広

げ

た

い

、

と

呼

び

か

け

て

い

る

。

痴

漢

え

ん

罪

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク
・
：

立

教

大

法

学

部
　

荒

木

伸

恰

気

付

隰
0
3

・

３

４

９

７

・

１

７

ｑ

）５
　

ｍ

ｌ
『

』`
Ｅ
｛

ヨ

ｎ
ｓ
ｎ

 
<§
>
m
ｘ
ｊ
.
m
e
ｓ
ｈ
.ｎ
ｅ
.

八
－
刪
3
1
1

剛

利

一
　
　

一

市

妛

藷

套

の
ｔ

フ

月

３

日

沐
　

方

選
挙

直
前
実

践
セ
ミ

ナ

ー

◆

有
事
法

制

は
、
国

民

を
　
　
1
0
時
～
1
6
時

、
７
日

も
同

ま

も
る
の

か
Ｉ

沖
縄
の

悲
劇
　

時

間
　

婦
選
会

館
（

新
宿
駅

を

く
り
か

え
す

な
　
　
　
　
　

５

分

）
　

６

日

日
政
治

資
金

1
4時
3
0分
　

参
議
院

会
館
　

規
正

法

、
公
職

選
挙
法
　

柳

講
演
：
大

田

昌

秀
（

参

議

、
　

沢

伸
文
（

前

、
都
選
管

課
長

前
沖

縄
県

知
事

）
　

７
０

０
　

補
佐

）
▽
７

日
日

実
践

的
学

円
　

主
催
・：
新

ガ
イ
ド
ラ

イ
　

習

、
選
挙

運
動
の

具
体

的
方

ン

に

反
対
し

、
平

和
憲

法
を
　

法
と

プ
レ

ゼ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ま

も

る
市
民

と
団

体
の

会
四
　
　

山

口
み
つ

子
（

同
会

常
務

0
3・
３

３
７
０

・
2
7
2
7
　

理
事

）
、
対

馬
節
子

（
静

岡
県

（

事

務
局
団

体

・
日

本

婦
人
　

立

短
大
）
　

１
万
6
0
0
0

有
権

者
同
盟

）
　
　
　
　
　
　
　

円

、
申
込

金
2
0
0
0

円

８

月

４

日

剛

一
　

問

合
せ
・
＝
同
記

念
会

讐
0
3
。

ぐ
　
　

３

３
７

０

・
０
２

３
只
）

◆

ヨ
（

ネ

ス

ブ
ル

グ

ー
サ
　
　

◆
８

・
６

匕

ロ
シ
マ

大
行

ミ

ッ

ト
直

前
シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
　

勳

Ｎ

Ｇ
９

ヱ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
地
　
　
1
2
時
　

広
島
県

立
総

合
体

球
サ
ミ

。
卜
1
0
年
の

危
機
」
　

育
館
（

ふ
ア

リ

ー
ナ
）
　

韓

1
0時
3
0分
　

里

示
都

庭
園
　

国
か

ら

…
金
銀

植

、
詩
の

朗

美
術

館
大

ホ
ー
ル
（

垉

・
高

輪
白

金
台
駅

）
　「
地
球

サ
ミ

ッ
ト
か

ら
1
0
年
」

の
評

価
と

今
後
へ

の
提

言

、
「
持

続
可

能
な

社
会

を
実
現

す
る
日

本

の

シ

ス

テ

ム

と

は
（

仮

題
）
」
、
サ

ミ

″
卜

と

日

本

政

府
へ
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ

提
言
　
1
0

0
0

円
　

主
催

・
問
合
せ

…

「
リ

オ
＋
1
0
」
Ｎ
Ｇ

Ｏ

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

実
行
蠹

。
0
3・
３

２

６
３

・
9
2
1
0

◆

「
演

出
の
目

か
ら

見
た

チ

ェ
ー
ホ
フ

の
読

み
方
」

1
4 時
　

シ
ア

タ

ー
Ｘ

（
Ｊ

Ｒ

・
両

国
駅

西
口
５

分

）

西

村

洋
一
　（

演
出

家
）
　

５

０

０
円

問

合
せ
・：
同

所

昔

0
3・
５

６
２
４

・
1
1
8
1

8

月

５

日

剛

竺

ぐ

◆

海
南
島

で

起
こ
っ

た
こ

と
～

戦
時

性
暴

力
被
害

者
と

さ
れ

た
女

性
た
ち

は
今

1
8時
3
0
分
　

エ

ポ

″
ク
1
0

（

池

袋
駅

、
メ
ト

ロ
ポ
リ

タ

ン

プ
ラ

ザ
）
　
坂
口
禎

彦
（

弁

護
士

）
　

主

催
…
Ｋ

Ｉ
Ｔ

の

会
｛
。
0
3・
３
６

８
６

・
1
9

5
4

（

山
口

）

◆

核
兵
器

な

く
そ
う
　

女

性
の

つ
ど
い
2
0
0
2

1
8 時
　

ア

イ
ス
テ

ー
ル

プ

ラ

ザ
（

広
島

市
電

・
市

役
所

前
下

車
）
　
1
0
0
0

円

連
絡

＝
･ｆｔ
0
3
・
３
２
９

３

・

Ｏ

Ｑ
）
只
）
Ｉ

８

月

６

日

勤
一
ぐ

読
　

栗
原

貞
子

、
ヒ

ロ

シ
マ

か
ら

オ

キ
ナ

ワ
か

ら
▽
1
5
時

デ
モ
　

連

絡
・
＝
実
行
蠹

－
０

８

２

一
２
２

１

一
7
6
3
1

８

月

８

日

利

一

ぐ

◆

女

た
ち
の

国
鉄
闘

争

―‐

こ

の
１５

年
間
そ
し

て
こ

れ
か

ら

を

語

る
Ｉ
闘

争

団

、
家

族
、
Ｊ

Ｒ

職
場

の
女
性

達

1
8時
3
0
分
　

東

京
ウ

ィ
メ

ン

ズ
プ
ラ

ザ
（

地
・
表

参
道

駅
７

分
）
　

主

催
・
・・
納

得
の

い
く

解
決

を
！

国

鉄
闘

争
女

性
応

援
団
　

連
絡

…
東

京
清

掃
労

組
四
谷

事

務
局
｛
J
0
3・

５

３

６

３

・

９

９

９

ｒ
ａ

（
佐

々
木
）

８１

月

９１

剛

釧

一

ぐ

◆

ジ
ュ

ゴ
ン

ー
フ

ォ
ー
ラ

ム
　

有
事
下

の
自

然
破

壊
－

自
然

保
護

運
動
は

生
物

多
様

性
を

守
れ

る
か
？

1
8 時
3
0分
　

た

ん
ぽ

ぽ
舎

（
｛
に
0
3・
3
2
3
8

一
9
0

3
5

｝
　

竹

村
英

明
（

市
民

運
動

家
）
　
1
0
0
0

円

主

催

…

北

限

の

ジ

ュ

ゴ

ン

を

見

守

る

会

讐

夊

脇

０

４

５

・

７

７

１

一

３

６

５

（
Ｘ
）

◆

国

際

先

住

民

族

の

日

８

・

９

記

念

集

会

土

石

ポ

ン

は

本

当

に

唯

一

の

匕

バ

ク

国

？

Ｖ

Ｏ
‐

５
　

先

住

民

族

へ

の

脅

威

Ｉ

原

発

1 8

時
3
0

分
　

早

稲

田

奉

仕

園

（

垉

・

早

稲

田

駅

５

分

）

伊

藤

孝

司

（

フ

ォ

ト

ー

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

）
　
1
0
0

0

円
　

連

絡

・
：

先

住

民

族

の

1 0

年

市

民

連

絡

会

費
0
3

・

５

９

３

２

・

９

５

１

’
り

◆

開

発

と

ジ

ェ

ン

ダ

ー

ー

一
丿

世

紀

の

展

望

1 9

時
　

東

京

ウ

″

メ

ン

ス

プ

ラ

ザ

（

地

・

表

参

道

駅

７

分

）
　

村

松

安

子

（

東

京

女

子

大

）
　
1
0
0
0

円
　

申

込

み

・
：

Ａ

Ｗ

Ｃ

Ｎ

（

ア

ジ

ア

女

性

会

議

ネ

″

ト

ワ

ー

ク

）

一
、砌

」
0
3
゛
Ｑ
Ｕ
８

１

３

°

らＩ

２

冖
Ｏ

８

月
1
0

日

罔

◆
2
0
0
2

平
和
の

た
め

の

証
言
集

会
　

ア

ジ
ア
か

ら

見
た

靖
国

神
社

1
3 時
3
0
分
　

シ

ニ
ア
ワ

ー

ク

東

京
（

Ｊ
Ｒ

・
飯

田

橋

駅
）
　

金

智
坤
（

韓
国
）
、
金

景
錫
（

韓

国
）
、
辻
子
実
（

違

憲
訴
訟

原

告
）
　

主
催
＝
・
実

行
委

啻
０
４
２

・
５

７
４

・

9
2
1
0

（

西
川

）

８

月
1
3

日

團

◆
2
0
0
2

戦

争
は

ご
め

ん

女
性
の

つ
ど

い

1
8 時
3
0
分
　

東

京
ウ

″
メ

ン
ス

プ
ラ

ザ
　

「
今

、
８

月

1
5日

を

考
え
る

」
ふ
森
陽

一

（
東

大
大

学
院
教

授
）
、
ビ
デ

オ
上

映
　

５
０

０

円

主

催

・
こ
日

本
婦
人

団
体

連
合
会
｛

。

03
・

３

４

０

１

・
6
1
4
7

馴
作

尉
一

◆

「
備
え

」
は

「
憂
い
」

を
招

き
寄
せ

る
Ｉ

有
事
法
制

な
ん

か
い

ら
な
い

’
・
靖
国

神

社
公

式
参

拝
反
対
１
８

・
１５

平
和

の
集

い

９

時
4
5分
　

全
水

道
会
館

（
Ｊ
Ｒ

・
水

道
橋
駅

東

口
）

『
「
備
え

」
は

「
憂
い

」
を

招
き
よ

せ
る

Ｉ
軍
備

な
き
ア

ジ
ア
の

共
生

へ
』
古
川
純
（

専

修
大

教
授

）
ほ
か
　

５

０
０

円
　

主
催
・：
平
和

遺
族
会

全

国
連

絡
会
？

澂

０
４

２

・

５

７

４

・
9
2
1
0

（

西

川
）◆

１
０

２

回
草

の
実

デ
モ

1
0 時

集
合

、
Ｈ
時

出
発

宮
下

公
園
（

渋
谷
駅

東

口
５

分
）
　

主
催

＝
・
草
の

実
盒

。

＆

照
0
3・
３
７
１

８

・
７
８

◆
2
1
世

紀
の
戦
争

と
平

和

Ｈ
時
4
0
分

江
戸

東
京
博

物
館
（
Ｊ

Ｒ

・
両
国

駅
西

口

３
分

）
　

第
１

部

『
き
け

、

わ
た
つ
み

の

声
』『
ホ

タ
ル

』

上
映

、
第
Ｕ

部
　

講

演
・
馬

場
あ
き

子
（

歌
人

）
、
高
良
鉄

美
（
琉

球
大

）
　

各
部
1
0

0
0

円
ヽ

Ｉ

゛
Ⅱ
部
Ｉ
『

』Ｏ

Ｏ

円
　

主
催
：
白

本

戦
没
学

生
記

念
会

費
毳

幽
0
3・
３
２

６

９

・
8
0
7
1

◆

グ
ロ
ー

バ
ル

な
「
有

事

体
制
」

を
撃

つ
　

一
人
ひ
と

り
か

ら
の
出

発

1
3時
　

日

本

教

育

会

館

（
地

・
神
保
町

駅
５

分
）

ダ
ク
ラ
ス

ー
ラ
ミ

ス

（
政
治

学
者

）
、
鵜
飼

哲
（

一
橋
大
教

授
）
、
古

関
彰

一
　（
独

協
大
教

授
）
、
司

会
・
＝
内
海
愛

子
（
恵

泉
学
園

大
教

授
）
　
1
0
0

0
円
　

主
催
・：
2
0
0
2

年

８

・
1
5
樊

昊

行
委

容
0
3・

3
6
0
9

一
７
６

８
Ｑ
）

●
・・・
編
集
部
か
ら
の

お
願
い
・・・
●

当
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
希
望

の
方
は
、
掲
載
紙
を
送
付
し

ま
す
の
で
必
ず
住
所
を
明
記

し
て
下
さ
い
。

海
外
通

信
は
都
合

に
よ

り
、
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

い
ま

、
各
地
で

「
男
女
共

同

参
画

条
例
」
づ
く
り
が
盛

ん

だ
が
、
先
こ
ろ

最
終
答
申

が
出
た
千

葉
県
で

は
、
本
当

に
県
民
の
た

め
の

条
例
に
す

る
た

め
、
「
い
い

も
の
創
ろ

う
！
千

葉
県
条
例
」
実
行
委

員

会
が
、
県
と
共
催
で

、
８

月
中
に

、
県
内
３
ヵ

所
で

シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム

を
行
う

。

ど
ん
な
い
い

条
例
を
作
っ

て

も
、
多
く
の
人
が
知
ら
な

い

う
ち
に

出
来
上
が
っ
た
の

で

は
、「
力
」
に

な
ら

な
い

。

後
ろ
向
き
な

意
見

が
出
て

原

案
か
ら
後
退
と
い

う
こ
と

も

あ
る

。
千
葉
県
の
こ
の
試
み

は

、
条
例

を
真
に

県
民
の

た

め
の

条
例
に

す
る
た

め
の

、

大
事
な

一
歩

。

◇
８
月
１０
日

（
土
）
1
3時

千
葉
市
（
千
葉
県
立
幕
張

総
合
高
校
）
　
大
澤
眞
理
（

条

例
専
門
部
会
委
員
）

◇
８

月
１７
曰
（

土
）
1
3
時

県
北
　

柏
市
・
さ
わ
や
か

ち
ば
県
民
才

フ
ザ
　
ト

ー
ク

＆

ト
ー
ク
「
男
女

が
と
も
に

輝
く
条
例
を
め
ざ
し
て
」

鹿
嶋
敬
（
日

経
新
聞
編
集
委

員

）
、
堂
本
暁
子

♀

葉
県
知

事
）
。分

科
会
、
全
体
会
。

◇
８

月
2
8日

（
水
）
1
3時

3
0分
　

県
南

か
ず
さ
ア
カ

デ
ミ
ア

ホ
ー
ル
　

基
調
講
演

堂

本

暁

子
＆

「

男

女

共

同

参

画

推

進

か

け

あ

い

講

談

」

問

合
せ
・
・
単

葉

県

男

女

共

同

参
画

課

昔
０

４

３

・

２

２

３

・
２

３

７

２

、

実

行

委

員

ふ一一
晉
０

４

７

・
４

４

５

・
（
6

9
3
3

（

岩

楯

）

舌
ざ
わ
り
の
よ
い
カ
ペ
リ

ぽ
汀
卜
叫
廡

う
ど
ん
や
そ
ば
と
並
ん

で

、
人
気
が
あ
る
の
が
パ

ス

タ
。
夏
に
は

、
冷
た
い

パ
ス

タ
の
メ
ニ
ュ

ー
も
登

場
し

ま
す

。
今
回
は

、
ト

マ
ト

を
使
っ
た
一
品

。
パ

ス

タ
は
細
い
カ

ペ
リ
ー
ニ

を
使
い
ま
す
。
ソ

ー
ス
の

か
ら
み

が
よ
く

、
舌
ざ
わ

エ
ン
ジ
ヨ
ず

Ｊ

ｆ

カ ペ リ ーニ（パ スタ ）300 g

完 熟 ト マト　　　　　　4 個

ト マト ピ ュ ーレ　　　50g

塩　　　　　　　　　 適 量

ニ ンニ ク　　　　　　　1 片

バジ ル（ガスウノレ） ／卜 さ じ 垢

タ ラ ゴン　　　　 杪 さヽ じ ‰

アンチ ョビ　　　　　3 切 れ

バル サ ミコ 酢　　 大 さ じ １

オ リ ーブ オ イル　 大 さ じ ２

バジ ルの 葉　　　　　 適宜

り
が
な
め
ら
か

。
で
も

、

麺
類
は
冷
や
す
と
粉
臭
さ

を

感

じ

る

の

で

、
バ

ジ

ル

、
タ
ラ

ゴ
ン
で

マ
ス
キ

ン

グ
し

ま

す
。
バ

ジ

ル

は

、
イ
タ
リ
ア
で
は
ス
パ

イ
ス

の
王
様
と
呼

ば
れ

、

ト

マ
ト
料
理
に
よ
く
合
い

ま

す
。
タ

ラ

ゴ

ン
（
英

名
）
と
エ
ス
ト
ラ

ゴ
ン
（

仏

-

を
使
う

④
残
り
の

ニ
ン

ニ
ク
、

ア
ン
チ

ョ
ビ
は
フ
ラ

イ
パ

ン
に
入
れ

、
オ
リ

ー
ブ
オ

イ
ル

で
香
り

を
出
し

、
③

を

加

え
、
バ

ル

サ

ミ

コ

酢

、
塩

、
胡

椒
で

味
を
整

え

、
冷
蔵
庫
で

冷
や

す
。

⑤
カ

ペ
リ

ー
ニ
は
、
熱

湯
に
塩

を
加

え
、
少
し

柔

ら
か
め
に

ゆ
で

、
冷
水
に

と

っ
て

冷
ま

す
。

⑥
ゆ
で

た

カ

ペ

リ

ー

ニ

、
④
の
ソ

ー
ス

、
Ｉ

ロ

大
の
ト
マ
ト

を
合
わ
せ
て

皿
に

盛
り

、
バ
ジ
ル

の
葉

を
飾
る

。

（

資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
科
学
研
究
所
／
料
理

指

導
・
園
田
匕
口
子
）

「
訂
正
」
７
月
2
0号
「
韓

国
風
つ
け

だ
れ
素
麺
」
の

記
事
中

『
各
家
庭
の

好
み

に

合
わ
せ
て

唐
辛
子
屋
で

や
い
て
も
ら

う
』
は
、
『
ひ

い
て
も
ら

う
』
と
訂
正
し

ま

す
。
凵
編
集
部
凵

総
会
後
、
記
者
会
見
を
す
る

呼
び
か
け
人
た
ち

満
員
電
車
の
中
で

、
女
性

か
ら
突
然

「
こ
の
人

痴
漢
で

す
！

」
と

、
や

っ
て

も
い

な

い

痴

漢

の

容

疑

を

か

け

ら

れ

、
逮
捕
さ
れ
た

男
性
た
ち

1
3人
が

「
痴

漢
え
ん

罪
被
害

者
ネ

″
ト
ワ

ー
ク
」

を
結
成

し

、
1
5日

、
都
内
で

結
成
総

会
を
開
い
た

。

会
の
目
的
は

、
「
痴
漢
え

ん

罪

被

害

者

と

家

族

を

支

援
」「
人
権
無
視
の

不
当
捜
査

を
告
発
し

、
公
正
な

捜
査
を

求
め
る
」「
不
公
正

裁
判

の
実

態
を
告
発
し

、
公
正

な
裁
判

を
求
め
る
」
。

結

成
に

参

加

し

た
1
3
人

は
、
た
ま
た
圭
痴
漢

被
害
を

受
け
た
と
い
う
女
性
の

近
く

に
立

っ
て
い
て

、
犯
人
に

間

違
え
ら
れ
た

。
中
に
は

、
電

車
の
中
で
長
時
間
携

帯
電

話

を
し
て

い
る
女
性
に

注
意
し

えん罪ネット結成

日本の司法を問う

た
と
こ
ろ

、
腹
い
せ
に
痴

漢

に
さ
れ
た
と
い
う
人

も
い
　
所
を
許
せ
な
い
。
日
本
の
司

ホ

｜
厶

リ

ー－
ユ

ペ
ー
ジ

ー
ア

ル

ア
ジ
ア
女
性
交
流
・

研

究
フ

ォ
ー

ラ

ム

（

財

）

ア

ジ

ア

女

性

交

流

・

研

究

フ

ォ

上

フ
ム

（

北

九

州

市

小

倉

区

）

で

は

、

こ

の

ほ

ど

、

同

財

団

（

Ｋ

Ｆ

Ａ

Ｗ

）

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

全

面

刷

新

。

Ｐ

Ｄ

Ｆ

フ

ァ

イ

ル

に

よ

る

機

関

誌

『
Ａ

ｓ
・
ｌ

ａ

ｎ
　

Ｂ

ｒ

ｅ

ｅ

ｚ

ｅ

』

配

信

の

ほ

か

、

８

月
2
6

日

か

ら

９

月

４

日

に

開

か

れ

る

ヨ
（

ネ

ス

ブ

ル

ク

ー
サ

ミ

″
卜

関

連

情

報

と

し

て

、

第

２

回

北

東

ア

ジ

ア

女

性

会

議

、

ア

ジ

ア

地

域

の

女

性

に

関

す

る

情

報

（

国

連

に

お

け

る

女

性

問

題

等

関

連

機

関

、

ア

ジ

ア

各

国

女

性

関

係

政

府

機

関

や

Ｎ

Ｇ

Ｏ

の

一

覧

な

ど

）
、
日

本

国

内

／

北

九

州

地

域

の

女

性

に

関

す

る

情

報

な

ど

。

冖
にＩＲ

Ｌ

　
ｈ
ｔｔ
ｐ

　
　
／
w
w
w
.

ｋ
ｆａ
w
.
ｏ
ｒ
.ｊ
ｐ

ま

た

、『
Ａ

ｓ

ｉ

ａ

ｎ
　

Ｂ

ｒ

ｅ

ｅ

ｚ

ｅ

』
の

イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

欄

で

は

、
ア

ジ

ア

の

写

真

を

募

集

中

。
簡

単

な

写

真

の

説

明
（

１

８

０

字

程

度

）
、
タ

イ

ト

ル

、
名

前

、
住

所

、
連

絡

先

を

明

記

の

上

、
国

際

情

報

課

ま

で

。
掲

載

誌
1
0

冊

進

呈

。

一
１‐

８

０

３

－
0
8
1
4

北

九

州

市

小

倉

北

区

大

手

町

Ｈ
－

４

北

九

州

市

大

手

町

ビ

ル

３

階

齟

ア

ジ

ア

女

性

交

流

・

研

究

フ

ォ

上

フ

ム

国

際

情

報

逕

－
０

９

３

・

５

８

３

゛
Ｑ
ｕ
４
（
ｊ
４ｑ
丶

隰

ｏ

Ｑ
χ
ｊ

°

５

８

３

一
5
1
9
5
　

電

子

メ

ー

ル

ｋ
ｆａ
w

＠

ｋ
ｆ
ａ
w
.

公

立

中

学

校

「

Ｎ

Ｐ

ｏ

ハ

ウ

ス

」
に

リ

メ

イ

ク

恵

京
都

港

区

の

旧

三

河

台

中

学

校

あ

と

が

「

み

な

と

Ｎ

Ｐ

ｏ

「

ウ

ス

」

に

リ

メ

イ

ク

さ

れ

、
2
3

団

体

が

入

居

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

Ｎ

Ｐ
ｏ

が

こ

れ

だ

け

一

堂

に

会

す

る

施

設

は

全

国

で

も

初

め

て

で

、

移

転

に

伴

う

記

念

イ

ベ

ン

ト

も

９

月

に

開

催

す

る

予

定

。

み

な

と

Ｎ

Ｐ

ｏ

（

ウ

ス

一
丁
1
0
6
1
0
0
3
9

＆

東

京

都

港

区

六

本

木

４
－

７

－
1
4

入

居

団

体
　

代

表

幹

事

団

体

凵

Ｎ

Ｐ
ｏ

事

業

サ

ポ

ー

ト

セ

ン

タ

ー

（

代

表

・

堀

田

力

）
、
幹

事

団

体

囗

子

供

劇

場

全

国

セ

ン

タ

ー
（

清

川

輝

基

、

中

村

雪

江

）
、
Ｊ

Ｈ

Ｐ

学

校

を

つ

く

る

会
（

笹

平

美

江

子

）
、

女

性

と

仕

事

研

究

所
（

金

谷

千

慧

子

）
、
他
1
9

団

体

。

名
）
は

、
同
じ
も
の
。
さ

わ
や
か

な
香
り

と
ア

ニ
ス

に

似
た

甘
い

香
り
で

、
口

中
清

涼
剤
、
野
菜
料
理

、

ピ
ク
ル
ス

、
マ

リ
ネ
な
ど

に
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。

「

作
り
方
」

①
ト
マ
ト
３

個
を
湯
む

き
し

、
種
を
取

り
、
ざ
く

切
り
に

す
る
。
残
り
の
Ｉ

個
は

、
Ｉ

囗
大
に
切
る

。

②
ニ
ン

ニ
ク
は
み

じ
ん

切
り

、
ア
ン
チ

ョ
ビ
は
粗

み
じ

ん
切
り
に

す
る

。

③
ざ

く

切

り

の

ト

マ

ト

、
ニ
ン

ニ
ク
半
量

、
ト

マ

ト

ピ
ュ

ー

レ

、
バ

ジ

ル

、
タ
ラ

ゴ
ン

、
塩
を
ミ

キ
サ

ー
に
か
け
る
。

お

店

と

同

じ

”
生

ビ

ー

ル

”

日
本

初
「
キ
リ
ン
〈
樽
生
〉
方
式
」
で

キ
リ
ン

ビ
ー
ル

株
式
会
社

で

は

、
、
日

本
初
の

家
庭
用

生
ビ

ー
ル
シ
ス
テ
ム

「
キ
リ

ン
〈

樽
生
〉

方
式
」
を
首
都

圏
中
心
の
エ
リ
ア
限

定
で

発

売
中

。

彡

ワ
ー
ツ
ー
と
冷

た
い
一

杯
气
炎
暑
と
い

わ
れ

る
今
年
の
夏

、
ま

す
ま

す
ヒ

ー
ト
ア

″
プ
し

そ
う
だ
。

こ
の

商
品
は

、
「

キ
リ
ン

樽

生

一

番

搾

り
1
5
2
0

ど

に
別
売
り
の

専
用

サ
ー

バ
ー
を
取
り
付

け
て

使
う
。

「
家

庭

で

も

本

格
的

な

生

ビ

ー
ル

を
飲

み

た
い

」

と

い

う

消

費

者

の

ニ

ー

ズ
に

こ

た

え

た

も

の

で

、
工

場
か

ら

店

頭

ま
で

、
1
0
℃

以

下

の

完

全

ク

ー
ル

配

送
で

鮮

度

あ

る

美

味

し

さ

を

キ

ー

プ

。

専

用

サ

ー

バ

ー
は

、

繰
り

返

し

使

用

可

能

。

従

来
の

パ

上

エ

イ

ー
専

用

の

家

庭
用

サ

ー

バ

ー

と

は

異

な
り

、

飲

食

店

と

同

様

の

炭

酸

ガ
ス

ボ
ン

ベ
を

使

っ
た

本

格

的

す

・
Ｉ・
バ

１

。
サ
ー
バ
ー
を
取
り
付
け
　

減
圧

部
、
ガ
ス
ボ
ン

ベ
カ

バ

た
圭
ま
で

、
冷
蔵
庫
の
ド
ア
　

ー
、
ノ

ズ
ル

、
ビ

ー
ル
ホ

ー

ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
の
で

、
　
ス

、
ボ
ン

ベ
ス
タ
ン
ド

、
卜

飲
み

た
い
と
き
に
飲
み
た
い
　

レ
イ

、
専
用
炭
酸

ガ
ス
ホ
ン

だ
け
楽
し
め
る
（
１

週
間
お
　

べ
凵
容
量
1
0
g
凵
１

本
）
。

い
し
さ
が
持
続
）
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

…
お
客
様
セ

希
望
小
売
価
格
・
＝
「
キ
リ
　

ン

タ
ー
四
〇
１
２
０

・
Ｉ
Ｉ

ン
樽
生
一
番
搾
り
1
5
2
0
　
1
5
6
0

㎡
」
1
2
4
0

円
（

炭
酸

が
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
 

ｈ
ｔｔｐ
　
　
／
w
w
w
.

ス
ホ
ン

ベ
付
）
。
専
用
サ

ー
バ
　
k
iｒｉ
ｎ
.ｃ
ｏ
.
j
p

I
2
9
8
0

円
（
抽
出

部
、

雌
が
げ
麌
刄
奮
悪
感

開

催

中

▼

高

村
光

雲
と

そ
の

時
代

展
８

月
2
5
囗

㈲
ま
で

※
月

曜

日

休
館
　

千

葉
美

術
館
（

京

成
・
千

葉

中

央

駅

東

口
1
0

分
）
　

光
雲

が
果
し

た
役

割

と

後
世

に
与
え

た
影

響
に

つ

い
て

紹

介
　

一
般
８
０

０

円

（

前

売
り
６
４

０
円

）
　

問

合

せ
：

唇

０
４

２

・
２

２
１

・
Ｑ／χ
ｊ
１
１

８

月

三が ］

▼

「
女
性
に
よ
る
・
彫
刻

７
人
厦
」
～
「
女
流
」
か
ら

「
女
性
に
よ
る
」
へ

２
日
洫
～
2
5日
㈲
1
0時
3
0

分
～
1
8時
3
0分
※
８
月
Ｈ
日

剛
休
館
　
新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ

ー
ー
Ｆ
「
ギ

ャ
ラ

リ

ー
・

１
」
孚

Ｒ
・
新
宿
駅
西
口
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
）
　
2
5

歳
～
3
7歳
の
若
手
彫
刻
家
７

人
の
彫
刻
展
。

昃

唇

と

い
う
枠
組
み
か
ら
、

妥

性

に
よ

る

”
と

表
現
し

、
過

去

の
し

が
ら
み

か
ら

解
き
放
た

れ
た

発
表
の

場
と
し
て

約
2
0

点
を

展
示
　

無
料
　

主
催

…

パ
ー

ク
タ
ワ

ー
・
ア

ー
ト

プ

ロ

グ
ラ

ム
｛
一一
0
3・
５

３
２
２

・
冖｛
｝（
ｈ
）Ｑａ
ｎ
ｊ

▼
2
0
0
2

年
夏

、
ヽ
ｔ
賛

ア

ン
コ

ー
ル

「
日

本
鬼
子
」

３

日

出
～
2
3
日

㈲
ま
で
モ

ー
ニ
ン

グ
シ

ョ
ー
　

９

時
3
0

分
　
ヽ
シ
ア
タ

ー
・
イ

メ
ー

ジ

フ

ォ

上

フ

ム
（

渋

谷

駅
５

分
）
一一
1
0
3・
５

７
６
６

・
0

1
1
4

）
　

日

中
1
5
年
戦

争

元

皇

軍

兵

士

の

告

白

製

作

、
監
督

・
松
井

稔
　

１
８

０
０
円
（
当
日
）

▼
朗
読
劇
こ
の
子
た
ち
の

夏
１
９
４
５
・
匕
ロ
シ
マ

ナ
ガ
サ
牛

６
日

㈹
1
5時
、
７
日
本
1
3

時
3
0分

、
８

日
本
1
8
時
3
0

分
、
９
日
濔
1
3時
3
0分
　
有

楽
町
マ
リ
オ
ン
Ｈ
Ｆ
（
Ｊ
Ｒ

・
有
楽
町
駅
前
）
　
終
演
後

ト
ー
ク
（
９
日
を
除
く
）

《

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
今

日
、
そ
し
て
明
日
》
　
2
5

0
0
円

主
催
Ｔ
・
地
人
盒

。

0
3・
3
3
5
4

一
１
２
７
Ｑ
）

☆
　
　
　
　

☆


